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幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
幼
児
を
対
象
に
し
た
防

火
団
体
で
、
保
育
園
・
幼
稚
園
単
位
で
「
○
○
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
な

ど
の
名
称
で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
始
め
る
幼
児
期
に
、
①
正
し
い
火
の
取

扱
い
を
教
え
る
②
消
防
の
仕
事
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
③
防
火
思
想

の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
消
防
機
関
と
保
育
園
・
幼
稚
園

が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
内
の
火
災
件
数
二
千
四
百
七
件
の
う
ち
、「
子
供
の
火
遊
び
に

よ
る
火
災
」
は
、
89
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
５
歳
未
満
の
幼
児
が
お
こ

し
た
ラ
イ
タ
ー
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、
そ
の
約
８
割
と
い
う
報
告

も
あ
り
ま
す
。
※
件
数
は
、
埼
玉
県
発
表
の
最
新
デ
ー
タ
。

　

大
人
の
真
似
を
し
た
が
る
子
供
達
に
、
水
の
大
切
さ
、
火
の
恐
ろ
し

さ
を
教
え
、
災
害
時
の
身
の
守
り
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
極

め
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
一
員
と
し
て
子
供
達
が
、
熱
心
に
活
動
す
る
こ

と
で
、
家
族
や
近
隣
地
域
に
お
け
る
防
火
思
想
の
普
及
が
効
果
的
に
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
消
防
局
予
防

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
絵
画
展
の
ご
案
内
】

　

�　

春
の
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
て
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
絵
画
展

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

◦
と　

き　

３
月
５
日（
土
）、
６
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

　

◦
と
こ
ろ　

川
越
市
立
中
央
図
書
館

　
　
　
　
　
　

３
階　

展
示
室

消
防
局
予
防
課　

℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
い
ま
す
か

幼年消防クラブ絵画展出品作品の一例

全国一斉に春の火災予防運動が始まります
実施期間：３月１日(火)～３月７日(月)



火事・救急・救助は119番

　

平
成
27
年
４
月
25
日
の
ネ
パ
ー
ル
連
邦
民
主
共
和
国
に
お

い
て
発
生
し
た
地
震
に
伴
い
、
平
成
27
年
４
月
26
日
か
ら
２

週
間
、
同
国
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
国
際
消
防
救
助
隊
の
一

員
と
し
て
、
捜
索
救
助
活
動
を
行
っ
た
川
越
中
央
消
防
署
・

岩
本
主
査
に
各
大
臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
授
与
式
で
は
、
余
震
が
続
く
過
酷
な
状
況
下
で

の
活
動
に
対
し
、
労
い
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
局
警
防
課　

℡
２
２
２
‐
５
８
９
１

総
務
大
臣
・
外
務
大
臣
感
謝
状
授
与
式

　

み
な
さ
ん
、「
お
・
か
・
し
・
も
・
ち
」
と
い
う
言
葉

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
火
事
や
地
震
が
起
き
た

時
、
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
分
か
り
や
す
く
合
言
葉
に
し
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
合
言
葉
は
、
当
消
防
局
管
内
の
保
育
園
に
訓
練
指

導
に
行
っ
た
時
に
も
、
先
生
が
子
供
た
ち
に
繰
り
返
し
教

え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
災
害
に
関
す
る
合
言
葉
が
あ
る
の
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
が
起
き
た
時
、「
津
波
て

ん
で
ん
こ
」
と
い
う
合
言
葉
を
子
供
た
ち
が
積
極
的
に
実

践
し
た
こ
と
に
よ
り
、
周
囲
に
い
る
大
人
の
「
ま
だ
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
油
断
し
た
気
持
ち
を
感
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
数
多
く
の
人
々
の
命
を
津
波
の
被
害
か
ら
救

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
突
然
の
出
来
事
に
合
言
葉
を
知
っ

て
い
て
も
実
践
で
き
ず
に
命
を
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

火
事
や
地
震
な
ど
の
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
時
に
、
あ
わ
て
ず
に
合
言
葉
を
実
践
で
き
ま

す
か
。

　

ど
の
言
葉
も
子
供
た

ち
だ
け
に
向
け
て
作
ら

れ
た
の
で
は
な
く
、
幅

広
い
世
代
に
知
ら
せ
る

た
め
に
作
ら
れ
た
も
の

で
す
。

「
お
・
か
・
し
・
も
・
ち
」

と
い
う
合
言
葉
を
知
っ

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

有
事
の
時
に
も
あ
わ
て

ず
に
実
践
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
局
予
防
課　
　

℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

お
・
か
・
し
・
も
・
ち

　

平
成
26
年
中
、
全
国
で
住
宅
火
災
が
一
万
二
千
八
百
六 

十
二
件
発
生
し
、
千
六
人
の
死
者
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
69
・
５
％
で
、
約
７
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
デ
ー
タ
は
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
数
と
高
齢

者
の
死
者
数
を
表
し
た
も
の
で
す
。
平
成
21
年
を
境
に
高
齢

者
の
死
者
数
が
右
上
り
に
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

1220

（死者数:人）

住宅火災の死者数の推移

（％）

56.6
58.0

59.6

63.2
61.4

62.7

66.4

66.6

70.5

69.5
1187

1148
1123

1023
1022

1070
1016

997

1006

　

死
に
至
っ
た
原
因
と
し
て
、
逃
げ
遅
れ
の
割
合
が
非
常

に
高
く
、
現
在
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
寝
室
や
階

段
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
消
防
局
管
内
で
は
現
在
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
が
81
％
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
齢
者

世
帯
に
つ
い
て
は
、
低
い
設
置
率
を
示
す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
高
齢
者
の
死
傷
者
数
（
平
成

26
年
中
）
に
つ
い
て
は
、
１
名
の
方
が
亡
く
な
り
、
４
名

の
方
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
世
帯
で
も
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
未
設
置
で
し
た
。

　

災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る
高
齢
者
を
守
る
た
め
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
局
予
防
課　
　

℡
２
２
２
‐
０
７
４
４

高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に

-2-

「
お
」
…
お
さ
な
い

「
か
」
…
か
け
な
い

「
し
」
…
し
ゃ
べ
ら
な
い

「
も
」
…
も
ど
ら
な
い

「
ち
」
…
ち
か
づ
か
な
い

　

５
年
前
秋
の
早
朝
の
出
来
事
で
す
。
高
階
分
署
の
新
聞

受
け
に
「
一
輪
の
花
」
と
「
労
い
の
言
葉
」
が
綴
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
置
か
れ
て
お
り
、
今
も
そ
れ
が
続
い
て
い

ま
す
。
送
り
主
は
以
前
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
方
で
し
た
。

辛
く
、
厳
し
い
現
場
を
経
験
し
た
時
に
も
、
こ
の
花
を
見

る
た
び
に
、
励
ま
さ
れ
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

我
々
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
安
全
・
安

心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

川
越
中
央
消
防
署
消
防
課　

℡
２
４
２
‐
１
１
９
４

一
輪
の
花

高市総務大臣による感謝状授与式の様子



火事・救急・救助は119番

＊
通
帳
へ
の
印
字

【
平
成
28
年
３
月
ま
で
】

 

「
カ
ワ
ゴ
エ
チ
ク
シ
ヨ
ウ
ボ
」

【
平
成
28
年
４
月
か
ら
】

 

「
カ
ワ
シ
ヨ
ウ　

担
当
課（
又
は
業
務
名
）」

※�

変
更
後
の
印
字
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
口
座
振
替
支
払
内
訳
書

【
平
成
28
年
５
月
ま
で
】

 

振
込
内
容
、
振
込
先
等
が
記
載
さ
れ
た
内
訳
書
を
送
付

【
平
成
28
年
６
月
か
ら
】　

 

廃
止

◎�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
支
払
い
担
当
課
へ
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
組
合
か
ら
の
口
座
振
替
に
よ
る

支
払
い
の
通
知
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

当
消
防
局
で
は
、
こ
れ
ま
で
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方

や
小
児
の
救
急
事
案
に
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
語

と
ひ
ら
が
な
用
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
を

作
成
し
運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
や

在
日
外
国
人
の
方
々
に
も
円
滑
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
熊

本
市
消
防
局
の
協
力
の
も
と
、
英
語
版
・
中
国
語
版
・
韓

国
語
版
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
を
作
成
し
、

平
成
27
年
９
月
１
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

５
種
類
（
日
本
語
版
、
ひ
ら
が
な
版
、
英
語
版
、
中
国

語
版
及
び
韓
国
語
版
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ

ー
ド
は
、
す
べ
て
の
救
急
車
及
び
救
急
支
援
出
場
す
る
消

防
車
に
積
載
し
て
い
ま
す
。

　

運
用
開
始
後
、
中
国
国
籍
の
傷
病
者
に
使
用
し
た
奏
功

事
案
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
現
場
活
動
に
お
い
て
有
効
に

活
用
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
を
見
据
え
、
来
日
さ
れ
る
障
が
い
者
や
外
国
人
に
も

安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
の
更
な
る
向
上
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

消
防
局
救
急
課　

℡
２
２
２
‐
０
１
６
０

外
国
語
版
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

ボ
ー
ド
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

休
日
・
夜
間
ど
こ
の
医
療
機
関
で
診
て
も
ら
え
ば
よ
い

か
分
か
ら
な
い
場
合
、
医
療
機
関
情
報
の
問
い
合
わ
せ
は
、

埼
玉
県
救
急
電
話
相
談
若
し
く
は
消
防
局
指
令
セ
ン
タ
ー

病
院
案
内
を
ご
利
用
下
さ
い
。

消
防
局
指
揮
統
制
課　

℡
２
２
６
‐
７
４
０
８

救
急
の
相
談
・
医
療
機
関
の
問
い
合
わ
せ
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平成27年度全国統一防火標語　　無防備な　心に火災が　かくれんぼ
　

消
火
活
動
の
協
力
に
対
し
、
消
防
局
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

◦
川
越
市
大
字
今
福　
　

�

　

石い
し

井い　

政ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん

消
防
局
総
務
課　

℡
２
２
２
‐
０
７
４
１

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ウェスタ川越で定例表彰式と消防音楽隊定期演奏
会を開催します。入場無料。
開 催 日　平成28年３月６日（日）
●川越地区消防組合定例表彰式
　開式時間　午後１時
　閉式時間　午後２時15分
　管理者（川越市長）表彰、消防団長表彰
●川越地区消防組合消防音楽隊
　第11回定期演奏会
　開演時間　午後２時45分
　閉演時間　午後４時（予定）
ぜひ、この機会に消防音楽
隊の演奏をお聴きください。
消防局総務課　
　　　  ℡２２２ ‐ ０７４１

川越地区消防組合定例表彰式
消防音楽隊第11回定期演奏会

埼玉県救急電話相談
◎大人の救急電話相談　

（毎日）午後６時３０分～午後１０時３０分

☎♯７０００（NTTプッシュ回線）☎048-824-4199

◎小児救急電話相談　

月曜～土曜日　午後７時～翌朝午前７時

日曜日／祝祭日／年末年始　午前７時～翌朝午前７時

☎♯８０００（NTTプッシュ回線）☎048-833-7911

※詳しい内容は、下記埼玉県ホームページをご確認下さい。

URL：www.pref.saitama.lg.jp/

●消防局指令センター病院案内　

☎049-222-0700（24時間）



火事・救急・救助は119番 -4-

　川越市女性消防団員は、幅広い年代の市民の方々を対象に普通救命講習を実施しました。高齢者対象防火防
災教室では、東部地域ふれあいセンターで、消ちゃんの腹話術から始まり、住宅用火災警報器と救命救急を取
り込んだ寸劇、防災○×クイズを行いました。また今年埼玉県消防協会で制定された 11月１日の女性消防団
員の日に、川越駅で団員募集活動を行いました。また、救命救急の知識向上の為、実際に救急現場で活動して
いる隊員の方から研修を受けました。救急隊に色々な技術があっても、救命の為に一番大切なことは私達が指
導を行っている胸骨圧迫であると聞き、これからも一次救命の大切さを伝えていけるよう、そして地域に密着
した女性ならではの活動に力を注げるよう努力していきたいと考えています。

　

川
越
市
消
防
団
は
貫
井
達
也
団
長
の
も
と
、「
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
災
害
対
応

力
の
あ
る
組
織
の
確
立
」「
消
防
団
の
施
設
・
装
備
の

充
実
」「
消
防
団
員
の
確
保
と
処
遇
の
改
善
」「
教
育
と

訓
練
の
充
実
」「
地
域
と
の
連
携
」
の
活
動
指
針
の
も
と
、

消
防
団
員
の
規
律
訓
練
、
実
践
的
・
応
用
的
な
消
火
活

動
訓
練
を
通
じ
て
装
備
の
取
り
扱
い
訓
練
を
始
め
と
す

る
訓
練
等
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
川
越
市
消
防
団
の
研
修
並
び
に
訓
練
等
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
【
四
月
】「
辞
令
交
付
式
並
び
に
新
任
団
員
研
修
」
を

実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
新
し
く
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ

た
団
員
に
対
し
て
、
団
員
と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
を

習
得
す
る
た
め
の
研
修
で
す
。

　
【
五
月
】「
春
の
団
員
研
修
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
各

分
団
長
、
消
防
職
員
が
指
導
に
あ
た
り
、
基
本
的
な
礼

式
並
び
に
規
律
の
訓
練
、
機
関
員
の
操
作
訓
練
、
救
助

救
出
訓
練
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
【
六
月
】
隔
年
で
「
ポ
ン
プ
車
操
法
認
定
審
査
会
」

を
実
施
し
ま
す
。
各
分
団
５
名
の
代
表
選
手
が
ポ
ン
プ

車
操
作
の
迅
速
性
、
正
確
性
を
競
い
ま
す
。
こ
の
審
査

会
に
向
け
て
、
各
分
団
は
三
ヶ
月
位
前
か
ら
訓
練
を
重

ね
て
臨
ん
で
い
ま
す
。（
八
月
に
実
施
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。）

　
【
八
月
】
隔
年
で
、「
川
越
市
水
防
演
習
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
川
越
市
消
防
団
は
川
越
市
水
防
団
と
し
て
も

活
動
し
ま
す
。
演
習
は
、
台
風
が
多
く
発
生
す
る
出
水

期
に
備
え
、水
防
工
法
の
実
践
、確
認
を
行
う
も
の
で
す
。

　
【
十
一
月
】「
消
防
特
別
点
検
」
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
団
員
と
し
て
の
規
律
及
び
機
械
器
具
等
に
つ
い
て

川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者
（
川
越
市
長
）
の
点
検
を

受
け
る
も
の
で
す
。

　
【
一
月
】「
出
初
式
」
を
実
施
し
ま
す
。
各
分
団
に
配

備
さ
れ
た
救
助
資
機
材
で
あ
る
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、
エ

ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し
て
、
消
防
職
員
と
合
同
で

消
防
部
隊
訓
練
及
び
一
斉
放
水
を
展
示
し
ま
す
。

　
【
二
月
】「
安
全
運
転
研
修
」
を
実
施
し
ま
す
。
消
防

団
員
は
火
災
等
の
災
害
が
発
生
す
る
と
、
自
宅
か
ら
分

団
車
庫
へ
参
集
し
ま
す
。
そ
の
際
に
自
家
用
車
を
使
用

す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
又
、
災
害
現
場
に
は
消
防
自

動
車
で
出
場
す
る
た
め
、安
全
運
転
に
つ
い
て
の
知
識
・

実
技
を
身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
研
修
・
訓
練
以
外
に
、
川
越
ま
つ
り
・
小

江
戸
花
火
大
会
・
百
万
灯
ま
つ
り
に
伴
う
警
戒
活
動
や

実
践
応
用
的
な
火
災
消
火
活
動
訓
練
等
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

現
す
る
た
め
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
消
防
団
活

動
に
対
し
ま
し
て
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

川
越
市
消
防
団
の
一
年
間

消防団情報

川越市消防団だより 第五号

消防ポンプ車操法認定審査会

自治会での普通救命講習 救急研修会 高齢者対象防火防災教室

水防演習

安全運転研修 消防出初式

活躍する女性消防団員
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　空気が乾燥し火災の発生が多くなる時期を前に、川越市内の各地区では、自警消防団、自主防災組織が一堂に
集まり各管理者（地区支会長など）の点検を受ける消防特別点検が行われています。川越市消防団、各分団は管
轄内で開催される各地区の特別点検の準備や運営に積極的に関わり、消防ポンプ車操法、一斉放水を実施して日
頃の訓練の成果を披露し、消防団の PRを行っています。
　地区毎の消防特別点検は、その地域の状況や特色が色濃く反映されます。市内北東に位置する芳野地区では、
芳野分団が地区内の自警消防団と協力して、点検前に小型可搬ポンプ操法の夜間訓練を行い、先輩から後輩への
動作や操作技術の指導伝承をしています。点検当日の最後に行われる小型可搬ポンプによる一斉放水はこの時期
の風物詩となっています。
　また、市内南西部にある大東地区では、大東分団の他に隣接する福原分団、霞ヶ関分団も参加して実践さなが
らの一斉放水を実施しています。
　川越市消防団は、地域防災力の中核となるよう、これからも地域の防災活動やイベントに積極的に参加し、自
主的に消防・防災活動に関わる市民の方々の裾野を広げるべく活動してまいります。

消防団情報
川越市消防団　各地区消防特別点検に参加

自警消防団による小型可搬ポンプ操法

駅前でPR活動をする後藤団員
後藤さん親子

左：佐和子さん、右：祐子さん 腹話術人形を操る後藤分団長

自警消防団と合同での一斉放水 隣接分団と協力しての放水活動

団  員  紹  介
川越市消防団には、親子そろって活躍している団員もいます。今回は女性団員の後藤さん親子をご紹介します。

私たちと一緒に消防団で活動をしてみませんか ? HP もありますのでぜひご覧ください。
興味のある方は ・・・ 連絡先：消防局総務課  消防団担当  TEL：222-0741

川越市消防団 検 索

娘・後藤 佐和子団員（大学生）
　私は18歳になって、すぐに分団長である母に勧めら
れて消防団に入団しました。最初はあまり気が向かずに
いましたが、幅広い年代の方々が集まり、意見を出し合
い活動する場はとても新鮮で、これから社会人になる私
にとって日々多くのことを吸収でき、とても勉強になっ
ています。今では、このような経験や機会を与えてくれ
た母に感謝しています。
　つい先日、私は応急手当普及員の資格を取得しました。
その直後に私の乗っていた電車で急病人に遭遇し、素早く
応急手当をすることができました。実際の現
場で躊躇なく動けた自分に少し驚いています。
　これからも若さを活かし、母に負けない
よう頑張って活動して行きたいです。

母・後藤 祐子分団長（主婦）
　私は娘が小学校３年生、下の息子が年中さんとなり、
昼間少し時間が出来たので、何か出来ないか‥と思った
時に女性消防団員の募集を知り入団しました。子供達に
も防災について学んでほしいという気持ちもありました。
主人もやってみたらと理解してくれ、家族みんなが応援
してくれたので今まで続けてこられました。「娘が 18
歳になったら一緒に消防団活動できるのかな…」なんて
思っていましたが、あっという間に月日が経ち、それが
実現しました。娘は、入団当初は「活動に消極的かな…」

と感じましたが、今では、なかなか頑
張っているので驚いています。次は息
子です。親子３人で活動出来る日を楽
しみにしています。
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～新入団員紹介～

第一分団　村田　篤
　私は、火災や災害が起きた
際に最前線で活躍する消防団
に憧れ入団しました。まだ半
人前ですが、大好きな川島町
の安全を守れるよう日々精進
していきます。

第三分団　関　美皓
　小さい頃から川島に住んで
おり、消防団がある事を知っ
ていました。今回、お誘いを
受け、入団する事になりまし
た。皆さんと協力をして、活
動を出来るように頑張りたい
です。

第五分団　吉橋　広輔
　今年度より川島町消防団第
五分団に入団した吉橋広輔で
す。消防団員として、自分達
の地域は自分達で守る意識を
持って、活動に取り組みたい
と思います。

第六分団　降田　雅大
　職場の先輩や、前分団長に
直接声を掛けていただき、入
団を決意しました。生まれ育
った地域の安全を守り、町民
の方々が安心して生活ができ
るよう、微力ながら力を尽く
したいと考えています。

団長から新入団員へ一言
　消防団は、「自分たちのまちは自分たちで守る」という理
念もと、地域の安全安心を守るため活動しています。東日本
大震災以降、町民の皆さまの消防団に対する期待はますます
大きくなっていることから、一日も早く消防団活動に慣れて
いただき、地域住民の期待に応えられる消防団員になるよう
期待しています。� 川島町消防団長　宮前　守

第一分団　吉田　雅一
　分団長の熱意に押され入団
に至りました。地元愛の元、
川島の安全を守る手助けに努
めたいと思います。

第四分団　深澤　拓也
　きっかけは、地元の運動会
に出ていて声を掛けていただ
きました。抱負としましては、
第四分団の今までの伝統を守
りつつ、様々な事に挑戦して
人としても成長していきたい
です。

第六分団　新井　諭
　地域の前任者との入れ替わ
りで入団しました。入団して
みて、大切な役割を任されて
いることを改めて認識しまし
た。有事の際に、しっかりと
働けるように訓練に務めたい
と思います。

団本部　石井　由真
　私の父が消防団に入ってお
り、父から色々な話しを聞き、
女性消防団に入ってみたいな
と思いました。出来る限り行
事には参加をし、地域の皆さ
まのお役に立てればいいなと
思います。

　

平
成
27
年
９
月
６
日
、
第
30
回
川
島
町
防

災
訓
練
が
八
ツ
保
小
学
校
校
庭
に
お
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
（
机
の
下
に
隠
れ
る
等
、
自
ら

の
身
の
安
全
を
図
る
た
め
の
訓
練
）
や
安
否

確
認
・
住
民
避
難
・
災
害
情
報
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
訓
練
に
は
、
か
わ
べ
え
メ
ー

ル
・
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
て
情
報
発
信
を
行
い

ま
し
た
。

　

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
埼
玉
県
航

空
隊
等
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
防
災
意
識

の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

川
島
町
消
防
団
で
は
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
・

ジ
ャ
ッ
キ
等
を
使
用
し
て
倒
壊
家
屋
か
ら
の

負
傷
者
救
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
訓
練
を
重
ね
、
災
害
対
応
力
の
強

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

川
島
町
総
合
防
災
訓
練

消防団情報

川島町消防団だより 第五号

要救助者の救出（救出救助訓練）
左下：レスキューセット取り扱い訓練
右下：ＡＥＤ訓練
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平
成
27
年
11
月
１
日
、
川
島
町
上
狢
に
あ
る
埼
玉
県
中

央
防
災
基
地
で
平
成
27
年
度
川
越
地
区
消
防
組
合
消
防
特

別
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
点
検
は
、
消
防
活
動
の
万
全
を
期
す
る
事
を
目
的

と
し
、
年
に
１
回
、
川
越
地
区
消
防
組
合
管
理
者
（
川
越

市
長
）
の
点
検
を
受
け
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
人
員
・
服
装
規
律
の
点
検
（
消
防
団
員
に
関

す
る
通
常
点
検
）、
機
械
器
具
（
消
防
ポ
ン
プ
車
等
）
点
検
、

消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
、
一
斉
放
水
、
分
列
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
川
島
町
消
防
団
の
代
表
と
し
て
、
第
五
分
団
が

ホ
ー
ス
カ
ー
を
使
用
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
操
法
を
行
い
ま

し
た
。

　

点
検
者
の
川
合
管
理
者
か
ら
は
、
点
検
の
結
果
が
「
良

好
で
あ
る
。」
と
講
評
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
川
島
町
消
防
団
で
は
、
地
域
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
、
規
律
の
向
上
と
技
術
の

習
得
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

消
防
特
別
点
検

　

今
年
度
、
女
性
消
防
団
員
は
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
新
た
な
活
動
「
寸

劇
」
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
平
成
27
年
11
月
18
日
、

初
披
露
と
な
っ
た
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
下
廓
会
館
（
川

島
町
上
伊
草
地
内
）
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
に
向
け
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
内
容
で
、
ス
ト
ー

ブ
火
災
、
寝
タ
バ
コ
の
危
険
性
、
コ
ン
ロ
か
ら
の
出
火
、

ま
た
、
消
火
器
の
悪
徳
訪
問
販
売
の
予
防
な
ど
を
学
び
な

が
ら
楽
し
み
、
防
火
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る

よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

幼
児
向
け
紙
芝
居
に
続
き
、
高
齢
者
向
け
の
寸
劇
と
活

動
の
幅
が
広
が
り
、
内
容
も
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
方
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る
啓
発
活

動
、
防
災
・
防
火
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
活
動
の

場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
火
劇
　
‐
新
た
な
取
り
組
み
‐

　

川
島
町
消
防
団
は
、
各
分
団
の
団
員
同
士
が
交
流
を
深

め
、
災
害
時
に
お
け
る
活
動
を
よ
り
円
滑
な
も
の
に
す
る

た
め
に
、
平
成
27
年
11
月
15
日
、
Ｉ
Ｖ
Ｙ 

Ｂ
Ｏ
Ｗ
Ｌ
北

本
に
て
、
第
２
回
川
島
町
消
防
団
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

消
防
署
、
団
本
部
、
各
分
団
合
わ
せ
て
62
名
が
参
加
し
、

個
人
戦
と
団
体
戦
が
実
施
さ
れ
、
団
体
戦
で
は
第
一
分
団

が
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。第

一
分
団
長

�

中
村
　
敏
明

　

夏
期
に
第
一
分
団
で

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
行

い
、
団
体
戦
の
メ
ン

バ
ー
を
選
出
し
、
今
回

の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

団
員
の
士
気
や
団
結
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

今
回
こ
の
よ
う
な
結
果

を
残
す
こ
と
が
出
来
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
団
員
同
士
の
交
流

消防団情報

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
あ
な
た
の
力

を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

分列行進

消防ポンプ車操法

上・左下：消火器の悪徳訪問販売の寸劇
右下：寝タバコの危険性等の寸劇

ボウリング大会終了後の集合写真



火事・救急・救助は119番　災害情報テレフォンサービス ℡0180-994-310　＊かけまちがいにご注意ください。

＊比率（％）の合計は、端数処理の関係で 100％とならない場合があります。「0.0」は、該当数値はあるが表示単位未満のものです。

平成26年度決算　　　　　　　　　　　　　　　　消防局総務課TEL222-0741

負担金（消防行政を運営するのに必要な負担金（組合を構成する川越市・川島町からの負担金））　　　　　　4,291,788,111 円（80.2％）
使用料及び手数料（消防関係検査等の手数料等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,745,829 円（  0.1％）
国庫支出金（一定の事業に使いみちを特定して国から交付されるもの）　　　　　　　　  45,567,000 円（  0.9％）
財産収入（基金運用の利子等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,045,840 円（  0.0％）
繰越金（前年度から持ち越されたお金のこと）　　　　　　　　　 　　　　　　　　　  192,376,286 円（  3.6％）
諸収入（受託収入等の他の収入科目に含まれないもの）　　　　　 　　　　　　　　 　　19,542,673 円（  0.4％）
組合債（金融機関等からの借入金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　792,800,000 円（14.8％）
歳入合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,348,865,739 円

議会費（議員報酬等の議会運営費）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,267,962 円（  0.1％）
総務費（組合管理者・公平委員・監査委員等の特別職の報酬等の経費）　　　　　　　　　 2,597,718 円（  0.0%）
消防費（消防・救急等に必要な経費及び消防施設の建設費等）　　　　　　　　　　　4,993,178,396 円（95.9％）
公債費（借入金の元金、利子の返済のための経費）　　　　　　　　　　　　　　　　　208,241,864 円（  4.0％）
歳出合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5,209,285,940 円

○平成27年第２回臨時会（平成27年６月５日開会）
件　　　名 結　果

選挙第１号 川越地区消防組合議会議長選挙について ※１
選挙第２号 川越地区消防組合議会副議長選挙について ※２

※１　片野広隆議員を議長に選出
※２　小高春雄議員を副議長に選出
○平成27年第３回臨時会（平成27年７月２日開会）
管理者提出議案

件　　　名 結　果
議案第６号 消防ポンプ自動車の取得について 原案可決

議会提出議案
件　　　名 結　果

消防庁舎及び訓練施設等に関することについて 調査中※1

選任第１号 消防庁舎及び訓練施設等に関する特別委員会
委員の選任について 選　任

※１ 消防庁舎及び訓練施設等に関する特別委員会を設置し、調査
することに決定した。
○平成27年第４回定例会（平成27年10月２日開会）
管理者提出議案

件　　　名 結　果

議案第７号 平成26年度川越地区消防組合一般会計歳入歳
出決算認定について 原案可決

議案第８号 川越地区消防組合個人情報保護条例の一部を改
正する条例を定めることについて 原案可決

議案第９号 川越地区消防組合消防職員の再任用に関する条
例の一部を改正する条例を定めることについて 原案可決

議案第10号
川越地区消防組合において制定すべき条例の
うち川越市条例を準用する条例の一部を改正
する条例を定めることについて

原案可決

議会提出議案
消防庁舎及び訓練施設等に関することについて 調査中

川越地区消防組合議会が開催されました。

組合議員名簿
平成28年２月現在

議　長　片　野　広　隆
副議長　小　高　春　雄

議　席 氏　名 選出議会
１ 小高 春雄 川島町
２ 山田 敏夫 川島町
３ 爲水 順二 川島町
４ 片野 広隆 川越市
５ 荻窪 利充 川越市
６
７ 桐野 　忠 川越市
８ 中原 秀文 川越市
９ 柿田 有一 川越市
10 髙橋 　剛 川越市
11 近藤 芳宏 川越市
12
13 小林 　薫 川越市

◎�平成27年11月27日川越市議会
第５回定例会において、川越地
区消防組合議会議員補欠選挙が
行われ、江田肇議員が選出され
ました。

□発　行／川越地区消防局　総務課
　　　　　〒350-0823 川越市神明町48-4　℡049-222-0741
　　　　　http://www.119kawagoechiku.jp/
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